
王
維
の

「
少
年
行
」

に
つ
い
て

ー
新
題
の
楽
府
の
詠
法
に
関
す
る

考
察
i

芳披
F丙

藤

聡

は
じ
め
に

は
、
遊
侠
の
少
年
を
主
題
と
し
た
四
首
連
作
の
楽
府
で
あ
る
。

こ
の
四
曽
は
、
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
配
列
の
順
序
が
異
な
っ
て
い
る
。

王
維
の
別
集
や
『
楽
府
詩
集
』
以
外
の
総
集
で
は
第
四
首
自
に
置
か
れ
て
い
る
詩
が
、
『
楽
府
詩
集
』
で
は
第
二
首
自
に
置
か
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

王
維
の

「
少
年
行
」

の
趣
は
大
き
く
異
な
る
の
で
あ
る
。
別
集
や
『
楽
府
詩
集
』
以
外
の
総
集
の

配
列
で
は
一
人
の
少
年
の
活
躍
を
物
語
的
に
描
い
た
詩
と
読
め
る
が
、
『
楽
府
詩
集
』
の
配
列
で
は
様
々
な
場
所
で
活
躍
す
る
少
年
達
を
描
い

そ
し
て
、
こ
の
配
列
の
違
い
に
よ
っ
て
王
維
の

「
少
年
行
」

た
詩
と
読
め
る
の
で
あ
る
。

楽
府
は
、
詩
題
と
内
容
を
踏
襲
し
て
作
詩
す
る
と
い
う
独
特
の
特
徴
が
あ
る
た
め
‘

そ
も
そ
も
連
作
が
少
な
い
。
た
と
え
連
作
で
あ
っ
て

も
、
内
容
や
趣
に
差
異
の
少
な
い
詩
が
並
列
的
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
場
合
が
多
く
、

配
列
の
順
序
が
作
品
全
体
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
は
少
な
い
。

王
維
の
「
少
年
行
」
に
つ
い
て

i
新
題
の
楽
府
の
詠
法
に
関
す
る
一
考
察
|

一
九
頁
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し
か
し
、

王
維
の

「
少
年
行
」
は
、
配
列
に
よ
っ
て
作
品
全
体
の
内
容
に
違
い
を
生
じ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
同
じ
内
容
を
た
だ
並
列
的

に
並
べ
た
の
で
は
な
く
、
配
列
が
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

本
論
文
で
は
、

で
は
ど
の
よ
う
な
理
由
か
ら
配
列
の
相
違
に
よ
る
読
み
の
違
い
が
生
ま
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

の
読
み
の
相
違
が
何
に
起
留
す
る
の
か
を
検
討
す
る
。

王
維
の

「
少
年
行
」

一
、
遊
侠
の
少
年
を
詠
ず
る
詩
の
展
開

l
「
結
客
少
年
場
行
」
を
中
心
と
し
て

i

遊
侠
の
少
年
を
主
題
と
す
る

「
少
年
行
」

{

三

)

(

図

)

は
、
唐
代
に
登
場
し
た
い
わ
ゆ
る
新
題
の
楽
府
で
あ
り
、

そ
の
内
容
は

「
結
客
少
年
場
行
」
を

継
承
す
る
作
品
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
本
節
で
は

{
五
)

「
結
客
少
年
場
行
」
を
中
心
に
遊
侠
の
少
年
を
詠
ず
る
詩
の
展
開
を
見
て
お
き
た
い
。

「
鶏
鳴
」
古
辞
(
巻
第
二
十
八
)
、

「
相
逢
行
」
古
辞
(
巻
第
三
十
四
)
、

「
長
安
有
狭
斜
行
」
古
辞
(
巻
第
三
十
五
)
な

早
く
は
漢
代
に
、

ど
、
後
の
遊
侠
の
少
年
を
詠
ず
る
詩
の
先
践
と
も
言
う
べ
き
楽
府
が
あ
る
。
た
だ
し
、

な
華
や
か
さ
を
詠
ず
る
こ
と
に
あ
る
た
め
、
少
年
自
身
の
錨
写
は
一
部
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
主
題
は
少
年
の
身
分
や
邸
宅
な
ど
外
面
的

全
篤
に
わ
た
っ
て
遊
侠
の
少
年
を
詠
じ
た
詩
を
作
っ
た
最
も
早
い
持
期
の
人
物
は
曹
植
で
、
「
名
都
篇
」
(
巻
第
六
十
一
一
一
)
、
「
白
馬
篇
」
(
巻

第
六
十
三
)
、
「
結
客
篇
」
な
ど
が
あ
る
。

曹
植
の
場
合
、

「
指
桓
赴
国
難
、
視
死
忽
如
婦
(
躯
を
損
て
て
国
難
に
赴
き
、
死
を
視
る
こ
と
忽
ち
帰
す
る
が
如
し
ご
(
「
白
馬
篇
」
第
二

二
十
八
匂
)
な
ど
の
よ
う
に
内
面
や
心
情
を
描
き
出
し
て
お
り
、
漢
代
の
楽
府
が
少
年
の
外
面
的
な
様
子
に
焦
点
を
当
て
て
詠
ず
る

十
七
、

の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

次
い
で
、

話
晋
の
張
華
が
遊
侠
の
少
年
を
詠
ず
る
詩
を
多
く
作
っ
て
お
り
、
「
博
陵
王
宮
侠
曲
二
首
」
其
二

(
巻
第
六
十
七
)
で

「
生
従
命



子
遊
、

死

聞

侠

骨

香

。

身

没

心

不

懲

、

勇

気

加

四

方

。

侠

骨

の

香

。

身

は

没

せ

ど

も

勇
気
四
方
に
加
う
。
)
」
(
第
十
五

i
十
八
句
)
な
ど
、
曹
植
の
よ
う
に
少
年
の
内
面
や
心
情
を
詠
ず
る
。

(
生
き
て
従
わ
ん

命
子
の
遊
、

死
し
て
関
か
ん

Jし、

懲
り
ず
、

東
晋
の
楽
府
断
絶
の
後
、
鈍
照
が

「
白
馬
篇
」
〈
巻
第
六
十
三
)
や

「
結
客
少
年
場
行
」
〈
巻
第
六
十
六
)
な
ど
の
遊
侠
の
少
年
を
詠
じ
た

作
品
を
作
っ
て
い
る
。

そ
の
う
ち
、
飽
照
の

「
結
客
少
年
場
行
」

は
、
嘗
植
「
結
客
篤
」

の

「
結
客
少
年
場
」

{
七
)

と
い
う
一
勾
を
取
っ
た
飽
熊
創
始
の
詩
題
で
、
、F
c..... 

れ
が
後
に
盛
唐
の

「
少
年
行
」

へ
と
つ
な
が
っ
て
ゆ
く
。

佐
藤
大
志
氏
が
飽
照
の
楽
府
に
つ
い
て

{
八
)

「
具
体
的
な
事
柄
の
叙
述
を
用
い
て
、
作
品
中
に
物
語
を
形
成
す
る
よ
う
な
叙
事
的
楽
府
」

と
P 尽

撤
す
る
よ
う
に
、
鈍
照
の

「
結
客
少
年
場
行
」

の
特
徴
は
、
少
年
が

「
郷
里
」
か
ら

「
遠
方
」

へ
逃
げ
、
再
び

「
郷
里
」

へ
帰
っ
て
く
る
と

い
う
移
動
を
描
く
こ
と
で
物
語
が
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
の
特
徴
は
、

以
降
の

「
結
客
少
年
場
行
」
に
継
承
さ
れ
て
い
く
。

飽
照
の

「
結
客
少
年
場
行
」
が
「
郷
里
↓
遠
地
↓
帰
還
」
と
い
う
少
年
の
移
動
に
よ
っ
て
物
語
が
形
成
さ
れ
る
一
方
で
、
飽
照
以
降
の

金士
11'ロ

客
少
年
場
行
」

で
は
、

「
遠
地
」
が
具
体
的
に
「
戦
場
」
に
設
定
さ
れ
、

し
か
も

「
帰
還
」

の
場
面
で
は
戦
い
に
勝
利
し
て
帰
還
す
る
様
が
描

か
れ
て
お
り
、
物
語
の
流
れ
が

「
都
市
↓
戦
場
↓
凱
旋
」

と
変
化
す
る
も
の
の
、
少
年
の
移
動
に
よ
っ
て
物
語
が
形
成
さ
れ
る
と
い
う
特
徴

は
継
承
さ
れ
て
い
く
。

と
こ
ろ
が
、
李
白
の

「
結
客
少
年
場
行
」

(
巻
第
六
十
六
)

に
は
こ
の
特
徴
が
見
ら
れ
な
い
。

李
白
の
場
合
、
少
年
の
様
子
や
行
動
が
都
市
と
い
う
一
場
面
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
て
お
り
、

「
結
客
少
年
場
行
」

の
伝
統
か
ら
は
外
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

(
九
)

ま
た
、
李
自
の
「
結
客
少
年
場
行
」
で
は
、
少
年
の
行
動
に
批
判
的
な
表
現
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
中
晩
唐
期
の
作
品
の
先
駆
的
作
品
と
一
言
え
、

こ
の
時
期
に
あ
っ
て
は
革
新
的
な
詠
じ
方
で
あ
る
。

王
維
の
「
少
年
行
」
に
つ
い
て

l

新
題
の
楽
府
の
詠
法
に
関
す
る
一
考
察
;

二
一
頁
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二
、
李
白
・
社
甫
の

「
少
年
行
」

i
伝
統
か
ら
の
逸
脱

l

感
唐
以
降
の

一
つ
は
、

「
少
年
行
」

「
結
客
少
年
場
行
」
に
は
二
つ
の
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
る
。

と
い
う
詩
題
の
登
場
で
あ
る
。
飽
照
以
降
の

「
結
客
少
年
場
行
」
は
、
盛
唐
期
に
な
る
と
極
端
に
減
少
し
、
代
わ
っ

て

「
少
年
行
」

と
い
う
詩
題
の
作
品
が
多
く
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

吋
楽
府
詩
集
』
に
よ
れ
ば
、
盛
唐
以
降
で

作
者
は
十
四
人
を
数
え
る
の
で
あ
る
。

「
結
客
少
年
場
行
」
を
作
っ
て
い
る
の
は
李
白
と
沈
彬
の
二
人
だ
け
で
あ
る
が
、

「
少
年
行
」

の

も
う
一
つ
は
、
連
作
の
増
加
で
あ
る
。
『
楽
府
詩
集
』
に
よ
れ
ば
、

(
十
こ

を
作
っ
た
十
四
人
の
う
ち
八
人
が
連
作
と
し
て
作
っ
て

(
十
二
)

そ
れ
ま
で
の
遊
侠
の
少
年
を
詠
じ
た
詩
の
連
作
が
わ
ず
か
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
盛
唐

「
少
年
行
」

い
る
。
割
合
と
し
て
は
半
数
強
で
あ
る
が
、

以
降
に
起
こ
っ
た
大
き
な
変
化
と
言
え
る
。

ま
た
、

{
十
三
)

こ
れ
ま
で
の
遊
侠
の
少
年
を
詠
ず
る
詩
は
二
首
の
連
作
で
あ
る
が
、
盛
唐
以
降
の

「
少
年
行
」
に
は
三
言
、

{
十
四
)

四
首
の
連
作
が
見

ら
れ
る
の
も
特
徴
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
変
化
の
最
も
初
期
に
あ
た
る
作
品
が
李
白
、
杜
帯
、

王
維
の

「
少
年
行
」

で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、

「
少
年
行
」

と
詩
題
が
変
わ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
遊
侠
の
少
年
を
詠
ず
る
詩
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
節
で

は
、
李
白
と
杜
甫
の

「
少
年
行
」

の
特
徴
を
見
て
い
く
。

(
一
)
李
白
「
少
年
行
」
三
首

は
じ
め
に
、
李
自
の

「
少
年
行
」
(
巻
第
六
十
六
)
を
見
て
み
よ
う
。
李
白
の

「
少
年
行
」
は
全
三
首
で
、
「
其
一
」
は
五
言
八
句
で
あ
る
。



1
撃
筑
飲
美
酒

剣
歌
易
水
沼

経
過
燕
太
子

結
託
井
州
児

5
少
年
負
壮
気

奮
烈
自
有
時

因
声
魯
勾
践

争
情
勿
相
欺

筑
を
撃
ち
て
美
酒
を
飲
み

剣
歌
す

易
水
の
、
椙

燕
太
子
と
経
過
し
て

少井
年州
児
と
結

託
す

壮
気
を
負
い

奮
~IJ 

因
っ
て
声な自

らり
す時
有
り魯

句
践

あ
な
ど

情
を
争
う
も
相
い
る
欺
る
勿
か
れ

こ
の
詩
は
、
燕
輯
に
な
ぞ
ら
え
て
少
年
を
詠
じ
て
い
る
。

(
十
五
)

第
一
、
二
句
は
易
水
送
別
の
場
面
を
踏
ま
え
、
第
三
、
四
句
で
は
始
皇
帝
を
暗
殺
す
る
た
め
に
燕
太
子
と
結
託
す
る
様
を
述
べ
る
。

第
七
句
の
「
魯
句
践
」

争
い
と
な
っ
た
。

遂
事
件
を
起
こ
す
と
、

ド
で
あ
る
。

と
は
、
燕
朝
と
博
打
で
言
い
争
っ
た
人
物
で
あ
る
。
荊
剰
が
郡
都
に
遊
ん
だ
と
き
、
魯
句
践
と
博
打
を
し
、
言
い

{
十
六
)

そ
の
時
、
荊
朝
は
魯
句
践
に
怒
鳴
り
つ
け
ら
れ
て
そ
そ
く
さ
と
退
散
し
て
し
ま
っ
た
。
後
に
、
荊
軒
が
始
皇
帝
暗
殺
未

(
十
七
)

そ
れ
を
開
い
た
魯
句
践
は
か
つ
て
荊
軒
の
人
と
な
り
を
見
抜
け
な
か
っ
た
こ
と
を
後
悔
す
る
、
と
い
う
エ
ピ
ソ

i

こ
の
詩
の
よ
う
に
、

一
首
全
編
を
特
定
の
人
物
に
な
ぞ
ら
え
て
少
年
を
詠
ず
る
作
品
は

年
を
詠
ず
る
詩
に
も
見
ら
れ
な
い
詠
じ
方
で
あ
る
。

に
も
そ
れ
以
前
の
遊
侠
の
少

「
結
客
少
年
場
行
」

五
段
年
少
金
市
東

「
其
一
ご
は
七
言
四
句
で
、
都
市
の
酒
場
で
の
遊
侠
の
少
年
を
描
く
。

金
市
の
東

五
援
の
年
少

王
維
の
「
少
年
行
」
に
つ
い
て

l
新
題
の
楽
府
の
詠
法
に
関
す
る
一
考
察
|

二
三
頁
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春
風
を
度
る

胡
姫
遊
ぶ
は
何
れ
の
処
ぞ

酒
慰
の
中

第
四
句
の

「
胡
姫
」

と
は
、
市
中
の
酒
場
で
客
に
接
待
を
す
る
主
に
イ
ラ
ン
出
身
の
女
性
を
い
う
。
開
元
・
天
宝
年
間
以
降
の
唐
で
は
、

(
十
八
)

「
胡
姫
」
も
こ
の
時
期
増
加
し
た
。

落
花

踏
み
尽
し

西
域
文
化
が
そ
れ
ま
で
に
な
い
ほ
ど
流
行
し
、

笑
い
て
入
る

こ
の
詩
で
は
、

当
時
流
行
し
た
風
俗
を
唐
代
に
新
し
い
七
一
言
の
絶
句
と
い
う
短
句
型
の
ス
タ
イ
ル
で
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
詠
じ
て
い
る
。

-
君
不
見
准
南
少
年
遊
侠
客

「
其
一
三
は
、
第
一
勾
に
「
君
不
見
」
を
含
む
七
言
三
十
句
で
あ
る
。

白
日
盤
猟
夜
擁
繍

呼
盛
百
万
終
不
惜

報
鱒
千
里
如
照
尺

5
少
年
遊
侠
好
経
過

津
身
装
束
皆
締
羅

蘭
慈
棺
随
喧
妓
女

風
光
去
処
満
隼
歌

蟻
斡
白
一
言
不
可
有

mw
侠
士
堂
中
養
来
久

好
鞍
好
馬
乞
与
人

君

見

ず

や

准

荷

の

少

年

遊

侠

の

客

き

ゅ

う

り

ょ

う

よ

う

て

き

盆

猟

し

擁

撫

す夜

呼こ自
慮ろ日
報
儲

百
万

千
里

p8し終
尺まに
のー惜

如し
しま
ず

少
年
津
身
の
装遊
束侠
は
皆
締
羅
な
り

好
く
経
過
し

蘭
慈

棺
い
結
い
て
妓
女
喰
し
く

嬬;塁
手今i-
つ去
処

侠
士

好
鞍

堂
中
好
罵

笠
歌
満
つ

人養
にい
乞きて
与ょよ十

しり』Z
来記べ
元か
久ら
しず

と

自
ら
言
う



十
千
五
千
旋
浩
酒

赤
心
用
尽
為
知
己

黄
金
不
情
栽
桃
李

日
桃
李
栽
来
幾
度
春

一
回
花
落
一
回
新

府
県
尽
為
門
下
客

王
侯
皆
是
平
交
人

男
児
百
年
旦
楽
命

初
何
須
術
書
受
貧
病

男
児
百
年
立
栄
身

何
須
街
節
甘
風
塵

衣
冠
半
是
征
戦
士

窮
儒
浪
作
林
泉
民

お
遮
莫
枝
根
長
百
丈

不
如
当
代
多
還
往

遮
莫
親
熔
連
帝
城

不
如
当
身
自
轡
緩

看
取
富
貴
眼
前
者

旦
つ
命
を
楽
し
め

晶
む
宇
つ

何
ぞ
蓄
に
街
い
貧
病
を
受
く
る
を
須
い
ん

え
い

旦
つ
身
を
栄
せ
よ

十
千
赤
心

黄
金
桃
李

府
県
王
侯
男
児

男
児

五
千

か

え

か

旋
っ
て
酒
を
泊
う

用
い
尽
く
す
は
知
己
が
為
に
し

惜
し
ま
ず

栽
え

て
よ
り
さ桃
来宗李
ι を

栽

つ
幾
度
の
春

一
回
花
落
ち

一
回
新
た
な
り

尽
く

門
下
の
客
と
為
り

皆
是
れ

平
交
の
人

吾
年

百
年

衣
冠
何
ぞ
節
に
絢
い
風
塵
に
甘
ん
ず
る
を
須
い
ん

半
ば
な
る
は
是
れ
征
戦
の
士

窮
儒
遮
莫

当
代
遮
莫
当
身
看
取
す

浪
り
に
林
泉
の
民
と
作
る

枝
根
長
さ
吉
丈
な
る
も

還
往

多
き
に
如
か
ず

自親
ら姻
轡ケ

綾t空
な械
ェを

三連
如をA

3z 

富
盛
岡

眼
前
の
者

玉
維
の
「
少
年
行
」
に
つ
い
て

i
新
題
の
楽
府
の
詠
法
に
関
す
る
一
考
察
|

二
五
頁
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ω何
用
悠
悠
身
後
名

何
ぞ
用
い
ん

悠
悠
た
る
身
後
の
名

こ
の
詩
に
は
、

そ
れ
ま
で
の
遊
侠
の
少
年
を
詠
じ
た
詩
に
は
見
ら
れ
な
い
考
え
を
持
つ
少
年
が
描
か
れ
て
い
る
。

第
一
か
ら
十
八
句
の
前
半
部
分
に
は
、
少
年
時
代
に
博
打
を
し
た
り
女
性
と
戯
れ
た
り
歓
楽
し
て
い
た
遊
侠
の
者
が
、

や
が
て
自
ら
が
遊

侠
の
少
年
を
養
う
身
分
と
な
っ
た
こ
と
が
描
か
れ
る
。

第
十
九
匂
以
降
の
後
半
部
分
で
は
、

「
不
如
当
身
自
替
鰻
」
(
第
二
十
六
句
)
や

「
何
用
悠
悠
身
後
名
」

(
第
三
十
句
)

と
い
う
よ
う
に
、

現
世
で
自
分
自
身
が
出
世
す
る
こ
と
を
何
よ
り
も
重
視
す
る
と
い
う
少
年
の
考
え
が
述
べ
ら
れ
る
。

(
十
九
)

「
軽
生
重
義
」
が
重
要
な
モ
チ
ー
フ
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
遊
侠
の
少
年
を
詠
じ
た
作
品
は
、

遊
侠
の
少
年
を
詠
ず
る
詩
で
は
、

た
と
え
ば
曹
植
「
白
馬
篇
」

で
描
か
れ
る
少
年
の
よ
う
に
、

手
柄
や
出
世
の
た
め
で
は
な
く
、

死
を
も
っ
て
し
て
も
義
の
た
め
に
尽
く
す
少

年
が
描
か
れ
て
い
た
。
「
其
ご

の
荊
軒
に
擬
せ
ら
れ
た
少
年
も
こ
の
よ
う
な
人
物
と
し
て
描
か
れ
る
。

し
か
し
、
李
白
「
少
年
行
」
其
三
の
少
年
は
、
現
世
で
自
分
自
身
が
出
世
す
る
こ
と
を
何
よ
り
も
重
視
し
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
詠
じ
ら
れ

た
遊
侠
の
少
年
像
と
は
対
照
的
な
少
年
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
、

李
自
の

「
少
年
行
」
一
二
首
を
見
て
き
た
が
、

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
あ
る
一
地
点
で
の
少
年
の
姿
を
詠
じ
て
お
り
、
少
年
の
移

動
に
よ
っ
て
物
語
が
形
成
さ
れ
る
と
い
う
李
白
以
前
の

「
結
客
少
年
場
行
」

の
特
徴
は
見
ら
れ
な
い
。

そ
れ
ば
か
り
か

「
其
ご

の
よ
う
に
特
定
の
人
物
に
な
ぞ
ら
え
た
り
、

「其一一一」

の
よ
う
に

「
軽
生
重
義
」

と
は
対
照
的
な
考
え
の
少
年

が
描
か
れ
た
り
と
、

「
結
客
少
年
場
行
」
だ
け
で
な
く
遊
侠
の
少
年
を
詠
ず
る
詩
に
は
見
ら
れ
な
い
手
法
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、

い
わ
ば
伝
統

か
ら
逸
脱
し
た
作
品
と
な
っ
て
い
る
。

(
二
)
杜
甫
「
少
年
行
」

三
首



次
に
、
社
甫
の

「
其
一
」
を
見
て
み
よ
う
。

莫
笑
田
家
老
瓦
盆

自
従
盛
酒
長
児
孫

傾
銀
注
瓦
驚
人
眼

北
ハ
酔
終
向
島
竹
根 「

少
年
行
」
(
巻
第
六
十
六
)

を
見
て
み
よ
う
。
杜
帯
の

は
全
三
首
で
、

全
て
七
言
問
句
で
あ
る
。

「
少
年
行
」

笑
う
莫
か
れ

老
瓦
の
盆

穏
を
盛
る

自L
従品田

り家
て

児
孫
を
長
、
ず

銀
を
傾
む
け
て
は
瓦
に
注
ぎ
人
眼
を
驚
か
す

共
に
酔
い
て
終
に
竹
根
に
酪
す
を
同
じ
く
す

二
句
で
は
、
今
は
老
人
だ
が
か
つ
て
は
立
派
に
子
孫
を
育
て
た
の
だ
と
い
う
自
負
を
、
「
老
瓦
盆
」
と
田
舎
の
古
い
陶
器
に
喰
え
て

述
べ
る
。
こ
の
詩
の
よ
う
に
遊
侠
の
少
年
を
詠
ず
る
詩
で
老
人
が
描
か
れ
る
の
は
、
楽
府
の
原
則
か
ら
外
れ
た
詠
じ
方
で
あ
る
。

楽
府
は
詩
題
と
内
容
に
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
あ
る
詩
題
の
も
と
に
描
か
れ
る
内
容
は
、
そ
れ
ま
で
の
楽
府
詩
に
よ
っ
て
概
ね
決
め
ら
れ

て
お
り
、
詩
人
は
そ
の
内
容
を
踏
襲
し
て
詠
ず
る
の
を
原
則
と
す
る
。

第
て

「
結
客
少
年
場
行
」

の
場
合
は
、
遊
侠
の
少
年
を
詠
ず
る
こ
と
が
最
低
限
の
原
則
と
い
え
、

で
あ
れ
ば
遊
侠
の
少
年
を
詠
ず
る
こ
と
を
原
郎
と
す
る
。

そ
れ
を
継
承
す
る
「
少
年
行
」
も
こ
れ
ま
で

し
か
し
、
社
甫
の
こ
の
詩
は
老
人
を
詠
じ
て
お
り
、
そ
の
原
則
を
大
き
く
逸
脱
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

「
其
一
ご
は
次
の
よ
う
に
詠
じ
ら
れ
る
。

巣
燕
養
雛
揮
去
尽

紅
花
結
子
己
無
多

黄
杉
年
少
来
宜
数

不
見
堂
前
東
逝
波

巣
燕

揮
で
去
り
尽
し

雛
を
養
い
て

紅
花

子
を
結
び

己
に
多
く
無
し

黄
杉
の
年
少

来
た
ら
ば
宜
し
く
数
う
べ
し

堂
前

東
逝
の
波
を
見
ず

王
維
の
「
少
年
行
」
に
つ
い
て

i
新
題
の
楽
府
の
詠
法
に
関
す
る
一
考
察
l

二
七
頁
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こ
の
詩
に
詠
じ
ら
れ
る
の
は
、
第
三
句
で

「
黄
杉
年
少
来
宜
数
」

と
あ
り
、
少
な
く
と
も
少
年
で
は
な
く
、
少
年
を
養
う
立
場
の
年
長
者

で
あ
る
。

そ
の
点
で
「
其
ご
と
同
様
に
、
こ
の
詩
も
、
楽
府
の
原
則
か
ら
大
き
く
逸
脱
し
て
い
る
。

「其一一ご

で
は
荒
々
し
い
繋
族
の
若
者
の
様
が
描
か
れ
る
。

馬
上
誰
家
白
面
郎

馬
上

誰
が
家
の
白
面
部

臨
階
下
馬
坐
人
体

階
に
海
ん
で
馬
よ
り
下
り
人
の
休
に
坐
す

不
通
姓
字
粒
薮
甚

姓
字
を
通
ぜ
ず

粗
薮
た
る
こ
と
甚
し

指
点
銀
瓶
索
酒
嘗

銀
瓶
を
指
点
し
て
酒
を
索
め
て
嘗
む

ど
こ
の
誰
と
も
わ
か
ら
な
い
貴
族
の
子
弟
が
馬
か
ら
下
り
て
、
名
前
も
名
乗
ら
ず
に
他
人
の
腰
掛
け
に
ど
っ
か
と
摩
る
と
、
銀
の
酒
が
め

を
指
し
て
酒
を
要
求
す
る
と
い
う
、
傍
若
無
人
な
貴
族
の
少
年
を
詠
ず
る
。

こ
の
よ
う
に
、
社
甫
の
作
品
に
も
少
年
の
移
動
に
よ
る
物
語
の
形
成
と
い
う
「
結
客
少
年
場
行
」

の
特
徴
が
見
ら
れ
な
い
ば
か
り
か
、

「其

ご
「
其
ニ
」
は
、
楽
府
そ
の
も
の
の
詠
じ
方
か
ら
大
き
く
逸
脱
し
た
作
品
な
の
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
、
李
白
と
杜
甫
の

「
少
年
行
」
を
見
て
き
た
が
、

ど
ち
ら
も
伝
統
か
ら
大
き
く
逸
脱
す
る
作
品
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
持

を
向
じ
く
し
て
両
者
に
偶
然
起
こ
っ
た
変
化
で
は
な
い
。

松
原
朗
氏
は
、
盛
唐
か
ら
中
唐
に
起
こ
っ
た
楽
府
文
学
の
変
化
の
一
つ
と
し
て
、

「
新
題
の
楽
府
」

{
二
十
)

の
出
現
を
挙
げ
る
。
松
原
氏
に
よ
れ

ば

「
新
題
の
楽
府
」

と
は
、
伝
統
楽
府
題
を
用
い
な
い
が
表
現
の
様
式
は
伝
統
楽
府
の
そ
れ
を
意
識
的
に
継
承
す
る
も
の
で
あ
り
、
既
存
の

「
本
事
・
古
辞
・
先
行
擬
古
楽
府
の
中
に
す
で
に
蓄
積
さ
れ
た
題
材
」
の
一
部
分
を
襲
用
す
る
こ
と
で
、
伝
統
楽
府
を

伝
統
楽
府
の
中
か
ら

用
い
る
こ
と
な
く
、

伝
統
楽
府
の
様
式
を
生
か
し
た
作
品
を
作
ろ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
と
述
べ
る
。

こ
れ
は
言
い
換
え
れ
ば
、
伝
統
楽
府
の
拘
束
か
ら
脱
却
し
、
新
し
い
内
容
を
形
成
し
て
い
こ
う
と
す
る
試
み
と
言
え
る
。



李
白
と
社
甫
の

「
少
年
行
」

は
、
正
し
く
こ
の
代
表
例
と
言
え
よ
う
。
両
者
は

「
少
年
行
」

と
い
う
薪
題
を
用
い
る
こ
と
で
、
伝
統
に
拘

束
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
新
し
い
遊
侠
の
少
年
像
を
提
示
し
た
の
で
あ
る
。

会
乙
李
白
・
社
甫
の

「
少
年
行
」

に
お
け
る
連
作

こ
こ
で
、
李
白
と
社
甫
の

「
少
年
行
」
に
お
け
る
連
作
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。

円
楽
府
詩
集
』
で
は
両
者
の
作
品
を
三
首
一
組
と
し
て
掲
載
し
て
い
る
が
、
李
白
と
杜
甫
の
別
集
を
見
る
と
必
ず
し
も
三
首
一
組
で
は
な

か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

O
六)、
李
白
の
別
集
を
見
て
み
る
と
、
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
宋
本
吋
李
太
白
文
集
』
(
古
典
研
究
会
叢
書
漢
籍
之
部
第
三
十
六
巻
、
汲
古
書
院
、

一
九
九
四
)
、
『
分
類
補
注
李
太
白
二

O

北
京
図
書
館
蔵
宋
本
『
李
太
白
文
集
』
(
宋
萄
刻
本
唐
人
集
叢
刊
二

i
四

詩
』
(
四
部
叢
刊
)
な
ど
李
自
の
別
集
で
は
、
「
其
ご
と

上
海
古
籍
出
版
社
、

「其一一」

は
続
け
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
「
其
一
云
は

「
其
ご
と

「其一一」

と

は
別
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

行
二
首
」

ま
た
、
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
宋
本
『
李
太
白
文
集
』
、
北
京
図
書
館
蔵
宋
本
『
李
太
白
文
集
』
は

と
す
る
も
の
の
題
下
に
「
後
一
首
亦
作
小
放
歌
行
(
後
の
一
首
は
亦
た
小
放
歌
行
に
作
る
)
」
と
注
し
て
お
り
、

「
其
ご

と

「其一一」

を
ま
と
め
て

「
少
年

「其一一」

は

放
歌
行
」

と
い
う
別
題
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

詩
鏡
錠
』
(
上
海
古
籍
出
版
社
、

社
甫
の
場
合
も
、
『
分
門
集
註
杜
工
部
詩
』
(
四
部
叢
刊
)
、
清
・
仇
兆
禁
注
『
社
詩
詳
注
』
(
中
華
書
局
、

一
九
六
二
)
な
ど
の
別
集
で
は
、
李
自
と
同
様
に
、
「
其
ご
「
其
二
」
と

一
九
七
九
〉
、
清
・
楊
倫
注
『
杜

「
其
=
ご

は
別
に
掲
載
さ
れ
て
い

る。
こ
の
よ
う
に
、
李
白
と
杜
甫
の

「
少
年
行
」
は
、
三
首
一
組
の
連
作
で
は
な
か
っ
た
可
能
性
が
大
き
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

王
維
の
』ー，

少

王
維
の
「
少
年
行
」
に
つ
い
て
!
新
題
の
楽
府
の
詠
法
に
関
す
る
一
考
察
!

二
九
貰
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年
行
」
が
四
首
の
連
作
と
し
て
ま
と
ま
っ
て
い
る
の
と
異
な
る
点
で
あ
る
。

三
、
王
維
の

「
少
年
行
」

i
先
例
の
な
い
場
面
を
詠
ず
る

「
其
四
」

i

本
節
で
は
、

王
維
の

第
二
節
で
は
、
李
白
と
杜
甫
の

「
少
年
行
」
を
見
て
い
こ
う
。

王
維
の

「
少
年
行
」
を
見
た
が
、

王
維
の

「
少
年
行
」
に
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
少
年
行
」
〈
明
王
右
丞
文
集
』
巻
第
二

は
、
み
な
七
一
吉
田
句
で
統
一
さ
れ
て
お
り
、
『
楽
府
詩
集
』
と
別
集
で
は
配
列
が
異
な
る

「
其
ご

も
の
の
、
ど
ち
ら
も
四
首
一
組
の
作
品
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

新
豊
美
酒
斗
十
千

で
は
、
意
気
の
合
う
も
の
と
酒
場
で
歓
楽
す
る
少
年
が
描
か
れ
る
。

斗
十
千

威
陽
遊
侠
多
少
年

相
逢
意
気
為
君
欽

繋
馬
高
楼
垂
柳
辺

第
一
句
の

「
美
酒
斗
十
千
」

い
る
。

新
豊
の
美
酒

威
揚
の
遊
侠

少
年
多
し

棺
逢
う

意
気
君
が
為
に
飲
む

馬
を
繋
、
ぐ
は
、
曹
植
「
名
都
篤
」
(
巻
第
六
十
三
)

高
楼
垂
柳
の
辺

「
美
酒
斗
十
千
」
(
第
十
八
句
)

を
そ
の
ま
ま
の
形
で
踏
襲
し
て

の

お
り
、

王
維
の
こ
の
詩
も

曹
植
「
名
都
篤
」
に
は
、
少
年
が
郊
外
で
猟
を
し
た
り
、
宮
殿
で
酒
宴
を
間
開
い
た
り
し
て
、

「
名
都
篤
」
に
描
か
れ
る
少
年
の
よ
う
に
、
都
市
で
の

B
々
の
生
活
を
謡
歌
す
る
少
年
を
詠
じ
て
い
る
。

日
々
の
生
活
を
謡
歌
す
る
様
が
詠
じ
ら
れ
て

「
其
一
一
」
は
次
の
よ
う
に
詠
ず
る
。

出
身
仕
漢
羽
林
郎

出
身
し
て

漢
に
仕
う

羽
林
郎



初
随
標
騎
戦
漁
陽

執
知
不
向
辺
庭
苦

縦
死
猪
関
侠
骨
香

「
羽
林
郎
」

を
指三第
十 A

す二三
。'ロl

の

初
め
て
摂
騎
に
薩
い

漁
揚
に
戦
う

敦
か
知
ら
ん
辺
庭
に
向
い
て
苦
し
ま
ざ
る
を

縦
い
死
す
と
も
猶
お
間
関
か
ん

侠
脅
の
香
し
き
を

北
地
、
上
郡
、
西
河
と
い
う
西
方
の
六
郡
の
良
家
か
ら
選
任
さ
れ
る
皇
帝
の
警
備
軍

は
、
漢
陽
、
際
西
、
安
定
、

六
郡
の
人
々
は
、
『
漢
書
』
巻
二
十
八
下
・
地
理
志
第
八
下
に
「
天
水
、
際
西
、
山
多
林
木
、
民
以
板
為
室
屋
。
及
安
定
、
北
地
、
上
郡
、

西
向
、
皆
迫
近
戎
秋
、
修
習
戦
備
、
高
上
気
力
、
以
射
猟
為
先
。
(
天
水
、
機
西
、
山
に
林
木
多
く
、
民
板
を
以
て
室
屋
と
為
す
。
安
定
、

北
地
、
上
郡
、
西
前
に
及
ん
で
は
、
.
皆
戎
秋
に
迫
近
し
、
修
習
戦
備
し
、
気
力
を
高
上
し
、
射
猟
を
以
て
先
と
為
す
。
)
」
と
記
さ
れ
、
日
頃

か
ら
訓
訓
練
を
重
ね
る
力
強
く
勇
ま
し
い
人
々
で
あ
り
、
そ
の
姿
は
遊
侠
の
少
年
と
重
な
る
。

第
二
句
で
は
摂
騎
将
軍
で
あ
っ
た
塞
去
病
に
従
い
、
少
年
は
羽
林
郎
と
な
っ
て
始
め
て
戦
場
に
赴
く
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
こ
の
少
年
は

六
郡
出
身
の
勇
猛
な
少
年
で
あ
る
た
め
、
第
三
句
で
は

第
四
句
は
、

「
敦
知
不
向
辺
庭
苦
」

と
戦
場
で
は
難
な
く
戦
闘
を
こ
な
す
様
が
詠
じ
ら
れ
る
。

「
生
従
命
子
遊
、

死
関
侠
骨
香
。
身
没
心
不
懲
、

張
華
「
博
接
王
宮
侠
曲
二
首
」
其
二
(
巻
第
六
十
七
)
の

を
錯
ま
え
て
、
少
年
の
強
烈
な
意
気
を
詠
ず
る
。

(
第
十
五

i
十
八
句
)

勇
気
加
四
方
。
」

一
身
能
壁
両
彫
弧

「
其
一
三
は
次
の
よ
う
に
詠
ず
る
。能
く
両
彫
弧
を
撃
き

虜
騎
千
重
只
似
無

偏
坐
金
鞍
謂
白
羽

紛
紛
射
殺
五
単
子

身
虜
騎

千
重

只
だ
無
き
に
似
る

偏
に
金
鞍
に
坐
し
白
羽
を
調
え

紛
紛
と
し
て
射
殺
す

五
単
子

王
維
の
「
少
年
行
」
に
つ
い
て

i
新
題
の
楽
府
の
詠
法
に
関
す
る
一
考
察

i
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戸
僅
(
一
撃

第
一
勾
は
、
曹
植
「
名
都
籍
」
の

た
お

両
戸
優
る
)
」
(
『
文
選
』
巻
第
二
十
九
所
収
の
張
協
「
雑
詩
十
首
」
其
七
の
李
善
注
に
引
用
)

は
な

ご
縦
両
禽
連
(
一
た
び
縦
て
ば

両
禽

連
な
る
)
」
(
第
十
句
)
や
曹
擁
「
結
客
篇
」

の

ご

撃

両

を
踏
ま
え
、

一
人
で
二
人
前

の
カ
を
持
つ
強
い
少
年
を
詠
ず
る
。

「
五
単
子
」
と
は
、
五
人
の
旬
奴
の
王
を
指
す
。
『
漢
書
』
に
よ
れ
ば
、
匂
奴
の
虚
関
権
渠
単
子
が
病
死
し
た
後
、
旬
奴
で
は
王

の
座
を
め
ぐ
っ
て
争
い
が
起
き
、
五
人
の
王
が
並
立
し
た
。
こ
の
時
の
五
人
の
王
を

第
四
句
の

「
五
単
子
」
と
呼
ぶ
。

五
人
の
王
は
そ
れ
ぞ
れ
に
漢
を

攻
撃
し
た
た
め
、
漢
で
は
家
畜
が
減
り
、
食
料
が
無
く
な
り
人
民
は
飢
餓
に
苦
し
み
、
漢
盟
内
は
大
混
乱
に
陥
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
漢
を
苦
し
め
た
強
敵
「
五
単
子
」
を
一
人
で
次
々
と
仕
留
め
て
ゆ
く
。
「
其
一
ご
で
は
意
気
の
強
烈
な
少
年
を
描
い

少
年
は
、

た
が
、
こ
の
詩
で
は
力
強
い
少
年
を
描
い
て
い
る
。

「
其
四
」

を
見
て
み
よ
う
。

漢
家
君
臣
歓
宴
終

漢
家
の
君
臣

歓
宴
終
え

高
議
雲
台
論
戦
功

雲
台
に
高
義
し
て
戦
功
を
論
ず

天
子
臨
軒
脂
綿
侯
印

天
子

軒
に
臨
み

侯
印
を
賜
い

将
軍
搬
出
光
明
宮

将
軍

領
び
て

光
明
宮
を
出
ず

第
一
句
で
戦
争
の
勝
利
を
祝
う
宴
会
の
様
が
描
か
れ
、
第
二
句
で
論
功
行
賞
の
場
面
が
詠
じ
ら
れ
る
。
第
三
句
で
は
、

天
子
か
ら
恩
賞
が

下
賜
さ
れ
、
第
四
句
で
恩
賞
が
下
賜
さ
れ
た
将
軍
が
描
か
れ
る
。

こ
の
詩
で
は
、

天
子
か
ら
思
賞
を
下
賜
さ
れ
る
の
は
少
年
で
は
な
く

「
将
軍
」

で
あ
る
。
た
だ
、

「其一一」

で
は
、
少
年
が
摂
騎
将
軍
震
去

病
に
従
っ
て
出
征
す
る
様
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、

こ
こ
で
は
少
年
の
上
宮
で
あ
る
将
軍
を
称
え
る
こ
と
で
、
勝
利
を
底
辺
で
支
え
た
少

年
を
賞
賛
す
る
の
で
あ
ろ
う
。



以
上
で
見
た
よ
う
に
、
王
維
の

客
少
年
場
行
」
よ
り
も
、
曹
植
や
張
華
と
い
っ
た
「
結
客
少
年
場
行
」
以
前
の
作
品
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

と
大
き
く
異
な
る
点
で
あ
る
。
李
白
や
杜
甫
は
、
「
結
客
少
年
場
行
」
や
そ
れ
以
前
の
内
容
と
は
大
き

「
少
年
行
」
は
復
古
と
も
言
う
べ
き
内
容
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
少
年
行
」

は
、
曹
植
や
張
華
の
詩
句
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
お
り
、
直
接
的
な
継
承
関
係
に
あ
る

「
比
陥i
 

こ
れ
は
李
白
や
杜
甫
の

「
少
年
行
」

く
異
な
る
伝
統
か
ら
逸
脱
し
た
作
品
で
あ
っ
た
が
、

王
維
の

と
こ
ろ
が
、

「
其
四
」
に
描
か
れ
る
論
功
行
賞
と
恩
賞
の
下
賜
の
場
面
に
関
し
て
は
、
従
来
の
遊
侠
の
少
年
を
詠
ず
る
詩
に
は
見
ら
れ
な
い

場
面
を
詠
じ
て
い
る
。

第
一
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
鈍
照
以
降
の

「
結
客
少
年
場
行
」
に
は
少
年
の
移
動
に
よ
っ
て
物
語
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
移
動
パ
タ

i
ン
は
飽
照
の

「
結
客
少
年
場
行
」

で
は

「
郷
里
↓
遠
地
↓
帰
還
」
で
あ
り
、
部
孝
威
以
降
は

一
般
的
に
戦
争
の
勝
利
と
い
う
功
績
に
対
し
て
な
さ
れ
、
し
か
も
都
市
に
帰
還
後
に
行
わ
れ
る

と
い
う
流
れ
の
結
末
の
部
分
に
「
都
市
;
戦
場
↓
凱
旋

「
都
市
↓
戦
場
↓
凱
旋
」

で
あ
っ
た
。

論
功
行
賞
・
恩
賞
の
下
賜
と
い
う
の
は
、

も
の
で
あ
る
か
ら
、
論
功
行
賞
・
窓
業
の
下
賜
の
場
面
は

↓
論
功
行
賞
・
恩
賞
の
下
賜
」
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
都
市
;
戦
場
↓
凱
旋
」

そ
れ
で
は
、
先
行
作
品
に
お
い
て
結
末
部
分
が
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
て
み
よ
う
。

で
は
、
次
の
よ
う
に
描
か
れ
る
。

「
結
客
少
年
場
行
」

①
少
年
の
嘆
き
を
述
べ
る

今
我
独
何
為

今
我
独
り
何
を
か
為
さ
ん

轍
媛
慎
百
憂

離
捜
と
し
て
百
憂
を
懐
う

(
飽
照
)

②
出
世
を
述
べ
る

王
維
の
「
少
年
行
」
に
つ
い
て

i
新
題
の
楽
府
の
詠
法
に
関
す
る
一
考
媒
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昔
為
北
方
将

今
為
南
面
孤

邦
君
行
負
努

県
令
旦
前
駆

今
年
一
喜
夫
婿

新
拝
羽
林
郎

定
知
劉
碧
玉

織
嫁
汝
簡
王
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二
十
八
号

二

O
O
九

メ』、
7 

北
方
の
将
と
為
り

辻土
日

南
頭
の
孤
と
為
る

邦
君
県
令
旦
つ
前
駆
す

今
年

行
き
て
替
を
負
い

喜
ぶ

夫
婿
の

新
た
に
羽
林
郎
を
拝
す
る
を

劉
碧
玉

定
め
て
知
る

儲
か
に
汝
南
王
に
嫁
ぐ

三
回
頁

(
劉
孝
威
)

(
炭
信
)

当
に
万
里
の
侯
に
封
ぜ
ら
れ
ん

歌
吹
金
微
返

④
戦
争
の
終
結
を
述
べ
る
歌
吹
し
て

振
旅
し
て

蜂
火

若
使
三
辺
定

③
出
世
を
望
む
こ
と
を
述
べ
る

も
若
使
し
三
辺
を
定
む
れ
ば

玉金
内微
旋学に
るー返
り

メ入
寸

己
に
怠
み

当
封
万
里
侯

振
旅
玉
門
旋

蜂
火
今
己
息

非
復
照
甘
泉

復
た
古
泉
を
照
す
に
非
ず

(
孔
紹
安
)

(
虞
羽
客
)



追
奔
翰
海
昭

追
奔
し

獄
海
に
昭
び

戦
罷
陰
山
空

戦
い
罷
め

陰
山
空
し

帰
来
謝
天
子

帰
来
し
て

天
子
に
謝
す

何
如
馬
上
翁

何
如

馬
上
の
翁

(
虚
照
隣
)

照
隣
の
ま
だ
出
征
し
て
い
な
い
庚
信
の

「
結
客
少
年
場
行
」

「
結
客
少
年
場
行
」
に
は
論
功
行
賞
・
恩
賞
の
下
賜
が
述
べ
ら
れ
な
い
の
は
当
然
と
し
て
、
虞
羽
客
と
虚

で
は
、
少
年
は
勝
利
し
て
帰
還
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
戦
功
に
対
す
る
論
功
行
賞
・
恩
賞
の
下
賜
ま
で
は

描
か
れ
て
い
な
い
。

劉
孝
威
と
庚
信
の

「
結
客
少
年
場
行
」

で
は
少
年
の
出
世
は
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
論
功
行
賞
・
恩
賞
の
下
賜
の
場
面
ま
で
は
描
か
れ
な

しミ

「
結
客
少
年
場
行
」
以
外
の
遊
侠
の
少
年
を
詠
じ
た
詩
を
見
て
み
る
と
、
第
一
節
で
挙
げ
た
曹
植
や
張
華
は
戦
場
と
い
う
一
場
面
に

お
け
る
少
年
の
気
概
を
述
べ
て
一
蓄
が
締
め
く
く
ら
れ
て
お
り
、
戦
争
の
結
末
や
少
年
の
そ
の
後
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、

こ
の
よ
う
に
「
結
客
少
年
場
行
」
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
以
前
の
曹
植
や
張
華
な
ど
の
遊
侠
の
少
年
を
詠
じ
た
詩
を
見
て
も
、
論
功
行
賞
・

思
賞
の
下
賜
の
場
面
は
詠
じ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

「
其
四
」

で
描
か
れ
る
論
功
行
賞
・
窓
賞
の
下
賜
と
い
う
場
面
は
、

王
維
の

「
少
年
行
」

に
独
自
の
場
面
な
の
で
あ
る
。

「
は
じ
め
に
」

で
指
摘
し
た
よ
う
に
、

王
維
の

「
少
年
行
」
は
配
列
に
よ
っ
て
読
み
が
変
わ
る
。
そ
の
配
列
の
相
違
は
王
維
の
別
集
や
『
楽

府
詩
集
』
以
外
の
総
集
で
は
第
四
首
自
に
あ
る
詩
、
す
な
わ
ち

「
其
田
」

の
配
置
場
所
に
あ
る
。

つ
ま
り
、

王
維
の

「
少
年
行
」

の
配
列
搬
に
よ
る
読
み
の
違
い
は
、

「
其
四
」
が
そ
れ
ま
で
の
遊
侠
の
少
年
を
詠
じ
た
詩
に
例
の
な
い
独
自

王
維
の
「
少
年
行
」
に
つ
い
て

j

新
題
の
楽
府
の
詠
法
に
関
す
る
一
考
察
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の
場
面
を
描
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
大
き
く
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
配
列
の
相
違
に
よ
る
読
み
の
違
い
と

「
其
四
」

の
関
係
を
克
て
み
よ
う
。

四
、
王
維
の

「
少
年
行
」

の
連
作

l
連
作
の
意
識
的
活
用

i

王
維
の

「
少
年
行
」
其
四
は
、
論
功
行
賞
・
恩
賞
の
下
回
初
と
い
う
先
行
す
る
遊
侠
の
少
年
を
詠
じ
た
詩
に
は
見
ら
れ
な
い
場
面
を
詠
じ
て

い
た
。そし
て
、

そ
の
場
蕗
は

「
都
市
↓
戦
場
↓
凱
旋
」
と
い
う
流
れ
の
延
長
に
「
都
市
↓
戦
場
↓
凱
旋
↓
論
功
行
賞
・
思
賞
の
下
賜
」

と
位
置

づ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
こ
で
王
維
の

「
少
年
行
」

の
内
容
を
底
本
の
配
列
に
よ
っ
て
も
う
一
度
確
認
し
て
み
よ
う
。
「
其
ご

が
描
か
れ
、

「其一一」

で
は
羽
林
郎
に
選
ば
れ
戦
場
へ
と
向
か
う
少
年
が
描
か
れ
る
。

そ
し
て

「其一一一」

で
は
都
市
に
お
け
る
遊
侠
の
少
年

で
は
少
年
が
辺
彊
で
勝
利
を
収
め
る

様
を
詠
じ
、

「
其
四
」

で
は
帰
還
し
た
将
軍
に
窓
賞
が
下
賜
さ
れ
る
場
面
が
描
か
れ
る
。
「
其
四
」

は
将
軍
を
詠
ず
る
が
、

こ
れ
は
将
軍
に
窓

賞
が
下
賜
さ
れ
る
こ
と
を
詠
じ
て
少
年
の
活
濯
を
賞
賛
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
第
三
節
で
述
べ
た
。
こ
こ
で
も
遠
回
し
で
で
は
あ
る
が
少

年
を
詠
ず
る
。

こ
の
配
列
の
場
合
、

「
其
ご

か
ら

「
其
コ
ご

へ
の
物
語
の
展
開
は
、
先
行
の

「
結
客
少
年
場
行
」

の

「
都
市
↓
戦
場
↓
凱
旋
」

と
い
う
流

れ
に
沿
っ
て
い
る
。

ま
た

論
功
行
黄
・
恩
賞
の
下
賜
を
描
く

「
其
沼
」
は
、
少
年
の
勝
利
を
描
く

「
都
市
↓
戦
場
↓
凱
旋
↓
論
功
行
賞
、
思
賞
の
下
賜
」
と
位
置
づ
け
た
流
れ
に
沿
う
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

「
其
コ
ご

の
次
に
配
蟹
さ
れ
て
お
り
、
第
三
節
で
論
功
行

賞
・
恩
賞
の
下
賜
を

そ
の
た
め
、
先
行
の

「
結
客
少
年
場
行
」

の
物
語
の
流
れ
を
壊
す
こ
と
が
な
く
、

し
た
が
っ
て
先
行
の

「
結
客
少
年
場
行
」

の
よ
う
に



人
の
遊
侠
の
少
年
の
活
擢
を
物
語
的
に
詠
じ
た
詩
と
読
め
る
。

一
方
、
「
其
田
」
が
第
二
首
自
に
あ
る

『
楽
府
詩
集
』

の
配
列
の
場
合
、

「
都
市
↓
戦
場
↓
凱
旋
」

の
流
れ
を
分
断
し
て
し
ま
う
た
め
、
様

々
な
場
所
で
活
躍
す
る
少
年
達
を
詠
じ
た
詩
と
読
め
る
の
で
あ
る
。

第
三
節
で
見
た
よ
う
に
、

王
維
の

「
少
年
行
」

の

「
其
ご
か
ら

「
其
コ
ご
ま
で
は
そ
れ
ぞ
れ
に
先
行
作
品
を
踏
襲
し
て
お
り
、

「
其
四
」

る
。
し
か
し
、

「
少
年
行
」
が
継
承
す
る

「
結
客
少
年
場
行
」
に
は
、
少
年
の

一
首
一
首
を
遊
侠
の
少
年
を
詠
じ
た
詩
と
し
て
違
和
感
な
く
読
む
こ
と
は
で
き

「
都
市
↓
戦
場
↓
凱
旋
」
と
い
う
移
動
に
よ
っ
て
物
語
を
形
成

が
第
二
首
自
に
あ
る

『
楽
府
詩
集
』

の
配
列
で
あ
っ
て
も
、

す
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、
先
行
作
品
を
踏
襲
す
る
楽
府
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
底
本
の
配
列
が
王
維
の
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ

，っ。
楽
府
は
、
先
行
作
品
の
主
題
や
モ
チ
ー
フ
を
踏
襲
す
る
こ
と
で
成
立
す
る
特
異
な
形
式
で
あ
り
、
楽
府
の
主
眼
の
多
く
は
先
行
作
品
に
よ

っ
て
継
承
さ
れ
て
い
る
そ
れ
ら
の
主
題
や
モ
チ
ー
フ
を
ど
の
よ
う
に
詠
ず
る
か
に
あ
る
。

体
と
し
て
ど
ん
な
主
題
を
詠
ず
る
か
に
主
眼
が
あ
る
。

一
方
、
連
作
は
、

い
く
つ
か
の
詩
を
並
べ
て

全

つ
ま
り
、
楽
府
は
主
題
の
詠
出
の
方
法
に
、
連
作
は
主
題
の
内
容
に
主
限
が
あ
る
と
い
え
る
。

そ
の
た
め
、

ど
ん
な
主
題
を
詠
ず
る
か
に
主
眼
の
あ
る
連
作
に
は

先
行
作
品
に
よ
っ
て
あ
ら
か
じ
め
主
題
が
提
示
さ
れ
て
い
る
楽
府
は
、

本
来
適
さ
な
い
ジ
ャ
ン
ル
な
の
で
あ
る
。

王
維
は
鈎
照
以
来
の

「
結
客
少
年
場
行
」
が
持
つ
物
語
の
流
れ
を
連
作
で
表
現
す
る
こ
と
で
、
楽
府
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
で
連
作

を
巧
み
に
用
い
る
こ
と
に
成
功
し
、
楽
府
に
新
し
い
境
地
を
開
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、お

わ
り
に

王
維
の
「
少
年
行
」
に
つ
い
て

i
新
題
の
楽
府
の
詠
法
に
関
す
る
一
考
察
l

三
七
頁
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本
論
文
で
検
討
し
た
よ
う
に
、

王
維
の

「
少
年
行
」

の
配
列
に
よ
る
読
み
の
違
い
は
、

「
結
客
少
年
場
行
」
が
持
つ
遊
侠
の
少
年
の
移
動
に

「
其
四
」
が
先
例
の
な
い
論
功
行
賞
・
恩
賞
の
下
賜
と
い

よ
っ
て
物
語
を
形
成
す
る
と
い
う
特
徴
が
連
作
を
用
い
て
再
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

う
場
面
を
詠
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
起
因
す
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
連
作
を
意
識
的
に
活
用
す
る
と
い
う
の
は
そ
れ
ま
で
の
楽
府
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
楽
府
の
画
期
を
な
す
も
の
と
い
え

ょ
う
。王維
は
、

「
少
年
行
」

と
い
う
新
題
の
も
と
に
、
伝
統
的
な
様
式
を
踏
襲
し
つ
つ
も
、
連
作
を
活
用
す
る
こ
と
で
伝
統
楽
府
か
ら
の
脱
却
を

目
指
し
た
の
で
あ
る
。

注

(
一
)
例
え
ば
、
吋
文
苑
英
華
』
、
明
万
首
唐
人
絶
句
』
、
『
唐
詩
類
苑
』
、
『
全
唐
詩
』
な
ど
に
収
録
さ
れ
る
王
維
の
「
少
年
行
」
は
、

み
な
王
維
の
別
集
と
同

じ
配
列
で
あ
る
。

/"、、

一
、』〆

王
維
の
作
品
は
静
嘉
堂
文
庫
所
麓
宋
版
司
王
右
丞
文
集
』
(
古
典
研
究
会
叢
書
漢
籍
之
部
第
三
十
二
巻
、

汲
古
書
院
、
二

O
O
五
)
に
拠
り
、

王
維

の

「
少
年
行
」

の
配
列
も
静
嘉
堂
本
の
配
列
を
基
準
と
す
る
。
王
維
以
外
の
楽
府
作
品
は
『
楽
府
詩
集
』
(
中
国
古
典
文
学
基
本
叢
書
、
中
華
書
局
、

一
九
七
九
)
に
拠
る
。
そ
の
他
の
作
品
は
適
宜
依
拠
し
た
テ
キ
ス
ト
名
と
巻
数
を
挙
げ
る
。

学
研
究
』
第
九
期
、 と
い
う
名
称
に
つ
い
て
は
、
松
原
朗
「
『
歌
行
』
の
形
成
過
程

l
初
唐
を
中
心
に
し
て

i
」
(
早
稲
田
大
学
中
国
文
学
会
吋
中
国
文

一
九
八
三
)
、
松
原
朗
「
盛
唐
か
ら
中
唐
へ

i
楽
府
文
学
の
変
容
を
手
掛
か
り
と
し
て
j
」
(
中
国
詩
文
研
究
会
『
中
国
詩
文
論

さ
乙
「
新
題
の
楽
府
」

叢
』
第
十
八
集
、

一
九
九
九
)
な
ど
を
参
照
。

(
四
)
『
楽
府
詩
集
h

に
よ
れ
ば
「
少
年
行
」
の
作
者
と
し
て
李
白
、

王
維
、

王
昌
齢
、
張
籍
、
李
灘
、
劉
長
郷
、
令
狐
楚
、
杜
牧
、
社
甫
、
張
砧
、
韓
拐
、



施
肩
吾
、
僧
賞
休
、
章
荘
(
『
楽
府
詩
集
』
掲
載
順
〉
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
「
少
年
行
」
が
盛
唐
以
降
に
登
場
し
た
楽
府
題
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

(
五
)
漢
か
ら
唐
ま
で
の
遊
侠
の
少
年
を
詠
ず
る
詩
の
展
開
に
関
し
て
は
粛
藤
聡
「
『
結
客
少
年
場
行
』
に
つ
い
て
!
漢
か
ら
盛
唐
ま
で
の
展
開

j
」
(
国
土

舘
大
学
漢
学
会
『
国
土
舘
大
学
漢
学
紀
要
』
第
十
一
号
、
二

O
O
九
)
に
す
で
に
詳
し
く
論
じ
た
。
し
た
が
っ
て
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
論
述
の
都

合
上

そ
の
概
要
を
記
す
こ
と
に
す
る
。

〈
六
)
福
山
泰
男
「
曹
植
の
『
少
年
』
」
(
山
形
大
学
『
山
形
大
学
紀
要
(
人
文
科
学
)
』
第
十
六
巻
第
二
号
、
ニ

O
O
七
)

(
七
)
飽
照
「
結
客
少
年
場
行
」

の
明
文
選
』
李
善
注
に
「
曹
植
結
客
篇
日
、
結
客
少
年
場
、
報
怨
洛
北
苦
」

と
あ
る
。
明
楽
府
詩
集
』
も
李
善
注
と
同
じ

文
を
掲
載
す
る
。

(
八
)
佐
藤
大
志
「
鈍
照
楽
府
詩
論
」
(
『
六
朝
楽
府
文
学
史
研
究
』
各
論
第
一
章
、
渓
水
社
、

二

O
O
三
)

(
九
)
樋
口
泰
裕
「
少
年
」
(
後
藤
秋
正
・
松
本
肇
編
『
詩
語
の
イ
メ
ー
ジ
|
唐
詩
を
読
む
た
め
に
』
第
四
章
、
東
方
書
皆
、
二

0
0
0
)
、
粛
藤
聡
「
『
結

客
少
年
場
行
』
に
つ
い
て
i
漢
か
ら
盛
麿
ま
で
の
展
開
i
」
(
注
(
五
)
掲
出
)
参
照
。

(
十
)
李
白
、

王
維
、

王
畠
齢
、

張
籍
、
李
媛
、
劉
長
郷
、
令
狐
楚
、
社
牧
、
杜
帯
、

張
砧
、
韓
湖
、
施
肩
吾
、
僧
糞
休
、
章
荘
(
『
楽
府
詩
集
』
掲
載
順
)

(
十
二
李
白
(
三
首
)
、

王
維
(
四
首
)
、

王
昌
齢
(
一
一
首
)
、
李
嵐
(
一
ニ
首
)
、
令
狐
楚
(
四
首
)
、
社
牧
(
一
一
首
)
、
社
甫
(
三
首
〉
、
僧
寅
休
(
三
首
)

(
十
一
一
)
連
作
の
も
の
と
し
て
は
張
華
「
博
陵
王
宮
侠
曲
二
普
」
、
斉
・
孔
稚
珪
「
自
馬
篇
二
首
」
が
あ
る
。

(
十
一
ニ
)
注
〈
十
二
)
参
照
。

(
十
四
)
注
(
十
二
参
照
。

(
十
五
〉
易
水
送
別
の
場
面
に
は

「
至
易
水
之
上
、
既
祖
、

取
道
、
高
瀬
離
撃
筑
、
荊
軒
和
市
歌
」
(
明
史
記
』
巻
八
十
六
)

と
あ
る
。

(
十
六
)
「
荊
朝
務
於
郡
部
、
魯
句
践
与
荊
軒
博
、
争
道
、
魯
匂
践
怒
而
叱
之
、
荊
軒
穂
市
逃
去
、
遂
不
復
会
。
」
(
『
史
記
』
巻
八
十
六
)

(
十
七
)
「
魯
句
践
己
開
荊
朝
之
刺
秦
王
、
私
日
、
嵯
乎
、
惜
哉
其
不
講
於
刺
剣
之
術
也
。
甚
央
吾
不
知
人
也
。
護
者
吾
叱
之
、
彼
乃
以
我
為
非
人
也
。
」
(
『
史

記
』
巻
八
十
六
)

(
十
八
)
内
田
幹
之
助
「
当
墳
の
胡
姫
」
(
『
増
訂
長
安
の
春
』
東
洋
文
庫
九
一
、

平
凡
社
、

一
九
六
七
)
参
照

王
維
の
「
少
年
行
」
に
つ
い
て

1

新
題
の
楽
府
の
詠
法
に
関
す
る
一
考
察

l

三
九
頁
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(
十
九
)
『
楽
府
詩
集
』
(
巻
六
十
六
)
の
「
結
客
少
年
場
行
」
の
解
題
に
引
く
町
楽
府
解
題
』
に
「
『
結
客
少
年
場
行
』
言
軽
生
重
義
、
嬢
慨
以
立
功
名
也
。

と
あ
る
。

(
二
十
)
松
原
朗
「
盛
唐
か
ら
中
唐
へ

i
楽
府
文
学
の
変
容
を
手
掛
か
り
と
し
て
!
」
〈
注
(
一
ニ
)
掲
出
)
。

(
二
十
こ
明
後
漢
審

h
E
{呂
志
第
二
十
五
「
光
禄
勲
・
璃
林
郎
」
の
劉
昭
の
注
に

と
あ
る
。

「
常
選
漢
陽
、
糠
西
、
安
定
、
北
地
、
上
郡
、
西
河
、

凡
六
郡
良
家
補
。
」

(
二
十
二
〉
「
虚
問
権
渠
単
子
請
求
和
親
、
病
死
。
右
賢
王
屠
者
堂
代
立
。
骨
肉
大
霞
立
虚
問
権
渠
単
子
子
為
呼
韓
邪
単
子
、
撃
殺
屠
番
堂
。
諸
王
並
自
立
、

人
民
飢
餓
、
棺
燭
焼
以
求
食
、
愚
大
草
乱
。
」
(
司
漢
書
』
巻
八
・
宣
靖
紀
)

分
為
五
単
子
、
吏
棺
攻
撃
、

死
者
以
万
数
、
畜
産
大
耗
什
八
九
、

(
筑
波
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
博
士
課
程
)
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